
明
治
・
大
正
期
に
お
り
る
大
阪
市
街
地
周
辺
地
域
の
変
容

山

進

中

て
は
し
が
き

明
治
中
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、

わ
が
留
の
産
業
革
命
期
に
あ
た
り
、

こ
の
間
東
京
・
大
阪
・
名
古
毘
・
八
暢
(
北
九
州
市
)

な
ど
を
中
心
と
し
た
各

地
に
多
数
の
近
代
工
場
の
設
立
を
み
た
。

な
か
で
も
落
政
期
に
日
本
経
済
の
中

心
地
で
あ
っ
た
大
阪
は
、

こ
の
時
期
に
綿
糸
紡
績
工
業
を
主
と
す
る
工
業
阜
市
達

に
よ
っ
て
、

近
代
工
業
都
市
へ
顕
老
な
発
侠
を
と
げ
た
。

こ
の
研
究
は
こ
う
し
た
わ
が
国
の
産
業
叢
命
期
に
、
大
限
の
市
街
地
周
辺
地

惜
叫
が
ど
号
変
容
し
た
か
を
、

東
成
地
峡
を
対
象
に
、
大
阪
の
抑
制
市
発
達
と
こ
の

(1) 

地
域
の
農
村
を
特
徴
づ
け
る
農
家
副
業
の
消
長
と
の
開
間
違
に
お
い
て
考
察
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
東
成
地
域
と
は
、
現
大
阪
市
の
住
吉
・

阿
倍
野
・
東
住
吉
・
平
野
・
生
野
・
東
成
・
城
東
・
都
島
・
旭
の
各
地
を
含
み
、

旧
行
政
区
耐
の
う
え
で
は
、
東
成
郡
の
敷
洋
村
・
安
立
町
と
用
一
一
叫
江
村
の
西
部
の

一
部
を
除
く
地
域
を
指
し
て
い
る

(
M
1
)
。

筆
者
は
、

先
に
綿
作
・
綿
業
の
較
心
地
で
あ
っ
た
八
尾
地
域
が
、

明
治
中
期

以
降
こ
れ
ら
の
著
し
い
後
退
と
、

大
阪
市
街
地
や
そ
の
周
辺
地
械
に
お
け
る
近
。

代
工
業
発
達
の
影
響
を
「
け
、
そ
れ
と
の
間
連
で
地
域
の
変
容
を
み
た
こ
と
を

〈

l
X
2
)

述
べ
た
。
こ
の
地
域
を
研
究
の
対
象
と
し
た
理
由
も
、
↑
東
成
地
域
が
大
阪
市

街
地
と
八
尾
地
域
と
の
間

K
位
置
し
、
大
阪
の
工
業
発
達
だ
け
で
な
く
、
都
市

膨
張
の
直
接
的
な
影
響
を
う
け
、
へ
尾
地
域
い
川
、
よ

K
急
激
か
つ
著
し
い
変
化
を

み
た
こ
と
、
口
近
世
以
降
明
治
中
期
ま
で
、
地
域
の
農
業
は
綿
・
菜
種
目
作
を
主

体
と
し
た
商
品
作
物
生
産
に
特
徴
づ
け
ら
れ
、
巴
地
域
的
に
は
沼
田
の
卓
越
す

る
北
部
の
旧
淀
川
・
寝
屋
川
流
域
に
菜
種
作
地
域
、
上
町
台
地
東
側
か
ら
河
内

に
か
け
て
の
低
湿
地
に
綿
・
菜
種
作
一
地
域
、
上
町
台
地
や
そ
の
南
部
の
新
大
和

川
右
岸
に
綿
作
の
ほ
か
一
部
読
菜
作
地
域
と
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
農
業
地
被

を
形
成
し
、
個
明
治
中
頃
か
ら
綿
が
商
品
作
物
と
し
て
の
予
一
義
を
急
速
に
減
じ

た
後
は
、
九
八
阪
の
工
業
発
達
や
都
市
発
展
と
深
く
か
か
わ
り
、
農
家
副
業
に
変

化
が
生
じ
地
域
の
変
容
を
み
た
こ
と
に
よ
る
。

な
お
本
稔
で
は
、

- 12 -

地
域
の
変
容
を
比
較
論
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
軍
要
と
考

ぇ
、
大
阪
市
街
地
に
隣
接
し
、

本
地
域
と
は
地
域
的
条
件
を
異
に
す
る
西
成
地

域
(
西
成
郡
の
う
ち
一
八
九
七
年
以
後
の
今
宮
・
王
出
町
、
粉
浜
・
津
守
村
を

除
く
)
と
の
比
較
に
お
い
て
こ
れ
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
。
西
成
地
域
は
、
付

北
部
の
中
津
川
流
域
に
陸
回
が
分
布
し
、
徴
吉
岡
地
は
主
に
熔
に
供
さ
れ
、
十
八
阪

一

(
4
V
)

湾
沿
農
の
新
田
地
帯
は
水
回
・
畑
地
が
相
半
は
し
に
港
政
後
期
か
ら
明
治
中

頃
ま
で
、
北
部
の
中
津
川
・
旧
淀
川
流
域
の
町
村
で
は
米
・
麦
以
外
、
綿
・
菜

径
が
主
た
る
作
物
で
あ
ヲ
た
が
、

こ
れ
ら
の
彼
退
と
大
阪
の
都
市
発
達
の
長
響
で

さ
ら
に
日
大
阪
の
工
業
化
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
、

各
種
の
藁
製
品
の
製
造
が
農
家
の
副
業
と
し
て
広
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

ワ
た
し
、
個
大
規
模
な
近
代
工
場
の
設
立
も
あ
い
つ
ぎ
、
そ
の
影
響
が
東
成
地

域
以
上
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
地
域
で
あ
る
。

-
わ
が
国
産
業
革
命
の
時
期
区
介
に
つ
レ
て
は
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る

読
菜
作
の
伸
長
が
み
ら
れ
、



(

5

)

 

が
、
呂
志
経
済
は
日
清
・
日
露
戦
争
を
画
期

K
、
近

世
的
経
済
構
造
か
ら
近
代
的
経
済
構
造
へ
編
成
替
え

(
6
)
 

を
完
了
し
た
と
い
え
る
c

そ
こ
で
本
稿
で
は
明
治
二

0
年
代
か
ら
大
正
期
ま
で
を
中
心
に
検
討
を
加
え
た
。

二
、
東
成
・
西
成
地
域

に
お
け
る
農
家
副
業
の
比
駿

、‘ノ↑
明
治
期
に
お
け
る
農
家
副
業
の
比
較

東
成
・
西
成
両
地
妓
を
農
家
開
業
の
う
え
か
ら
比

較
し
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
両
地
域
の
農
家
創
業
は

多
様
で
、
種
類
も
多
い
。
そ
こ
で
論
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
各
々
の
鼠
業
に
つ
い
て
、
そ
の
起
源
・
内
容
・

性
柊
の
検
討
を
・
お
こ
な
い
、
ト
近
代
工
業
関
連
匡
一
妻
、

口
農
業
聞
き
連
副
妻
、
守
主
吾
川
町
長
菜
、
回
世
長
霊
友

工
・
手
工
的
劇
業
の
四
つ
に
弁
務
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、

同
部
J

治
相
制
否
反
た
域
に
は
藁

mm
工
・

加
工

m
l
E
季
、
し
か
み
ム

J

れ
な
レ
め
に
だ
し
、
+
央
広
た

域
は
近
代
工
業
と
関
連
し
た
開
閉
業
に
医
鏡
F
I
t
、
曲
演

昭市桂t地・事情

三三三台地

仁コ同併
せ主主選出

短担邑

---量生逗

ーーー18C1'i市界

直面

(1885年)研 究 地 域

一 13-

毘 1

フ
ん
ニ
惰
ヒ
縄
芝
ノ
需
用
増
加
シ
殊
ニ
各
紡
績
会
社
ニ
於
テ
之
ヲ
使
用
ス
ル
額

産
加
工
・
手
工
的
医
薬
に
終
作
に
と
も
な
う
手
一
候
vs
ご
・
経
緯
な
い
と
の
ほ
か
、
匪
「
↑

弓
絃
・
菅
笠
・
碁
石
・
員
緒
・
草
属
・
履
物
表
製
造
な
ど
が
、
賃
労
働
的
日
開
業

K
B
雇
稼
・
荷
車
較
が
ゐ
ら
れ
る
。

位
十
々
冬
キ
ヲ
加
フ
ル
ヲ
以
子
益
本
業
ノ
隆
盛
ア
来
ヅ
終
ニ
随
援
ノ
村
落
三
宝
ル

「
農
事
調
査
(
大
阪
府
之
部
)
」
(
複
刻
版
、
一
八
九

O
年
)
に
よ
る
と
西

成
地
域
め
鱗
縄
・
蓮
院
職
な
ど
の
藁
加
工
に
つ
い
て
、

迄
皆
此
業
ヲ
営
ム
」
(
第
三
分
冊
六

O
頁
)
状
況
で
、
こ
れ
に
従
事
す
る
も
の

も
男
子
約
ニ
、
三

O
O入
、
女
子
約
七

O
O人
を
教
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
大
阪
の
商
業
お
よ
び
工
業
発
達
が
契
機
と
な
っ
て
、
西
成
地
銭

諸
村
で
広
況
に
お
こ
な
わ
れ
た
剖
刷
業
と
い
え
る
。

「
従
来
新
庄

北
中
島
村

ノ
ニ
ヶ
村
ノ
ミ
ナ
リ
シ
カ
近
年
商
業
家
ニ
於
テ
務
次
物
品
ノ
荷
造
ニ
舵
重
ヲ
加
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ミ仁 1

旧

民

民

誌

に

は

一

八

人

h 
A← 

ι

一
町
村
一
デ
)

寸
ノ

r

に

約

絡

会

ぞ

が

三

子

宗

門

に

引
と
広
き
れ

安
一
住
、
作
品
哲
乙
F-

由
民

f

除

し

た

め

に

は

ど

芝

町

打
徒
あ
し
i

n

J

ぐ
近
代
い
十
一
日
匂

試
問
+
品
川
↑
I
L

山
柄
小
設
立
を
み

「農事調査 x大防内之さe'JI890t::-(律相 7

大阪府内表部「農家冨μ業式結己展覧会報!:;J1915ZC-、 p.65-6i

明治JtiJi二1888年I:ll、 大正勤電工 1915主主ピ誌を意向、ずるコ

摂 全日語玉村井ヲ併に戸、(ぞ長J

津 市本布寿美弘喜怒限九 8:; 工業
結集終会勺年ロ亡 が
弘差是主長土21 今 伝 11; て( こめ沼
会会今(宣之:産主人 qFi 十 I'r'

ι」 、 日 一

キ 土石干士九村村村てお)ーの
条えこか八兆

II! 伝村、、、、二 ら人し

た法'--' 7:今夜夫)一七を
村也、阪言芝、寝間八年み
~~、

ぞ
れ
に
と
?
E
L

な

4・

寸-

~同

吊 p司

}
じ
'
〕

e

4

一一，
z

ζ

J

P

」

c

h
T』

，

4
1
J了
μ十
Y
L
n
T
L
z
e
i

」

~ "、

玉三'H:

7字、

~~ 

会

長

iよメ込

J、:

d'-;'" 

ら 主主

才~ c支
た 7~

高
山
皮
だ
弘
、
の
得
一
空
一
一
位
4
r
t

に
円
、
V

J

み

る

と

↑
長

事
訴
去
」
は
、

旧

東

成

誌

に

円

い

て

「

農

家

鉱

業

ノ

名

キ

率

一

と

し

て

、

寸

打
川
↓

r
谷

JM
待
/
土
同
町
及
ヒ
臥
力
役
ノ
事
叫
す
一
付
与
舟
レ
炉
本
校
ゆ
っ
前
ノ
間
関
口
氏
戸
川
町
務
/

A
L
J
ニ
「
{
円
レ
モ
市
安
ニ
実
り
テ
臼
区
桜
ヲ
為
ス
近
時
諸
工
場
ノ
円
師
範
ス
ん
ニ
従

ピ
其
常
用
h
明
y

キ
ヲ
加
へ
・
:
:
・
・
砲
兵
工
臨
時
、

機
寸
製
造
場
、

段

綿
糸
約
橋
場
、

山
一
舎
内
銭
其
他
市
街
ノ
土
工
等

(
第
二
一
分
間
人
三
百
円
)

に

従

事

し

た

こ

と

が

ぷ

訟
き
れ
て
い
る
。

こ

れ

よ

町

小

作

人

が

大

阪

市

街

地

と

そ

の

周

辺

で

h
u
M
一杯

止
、
詑
兵
工
広
間
・
紡
績
・
マ
ッ
チ
・
段
通
工
場
等
の
賃
労
働
に
従
事
し
て
レ
た
こ

と

が

わ

か

乙

。

ま

た

批

判

議

・

マ

ッ

チ

工

業

発

達

の

直

接

的

な
t
b
警
で
返
怒
，
吹
い
!
?

い
「
勧
業
に
や
十
一
紡
v
f

ご、

目
的
弓
絃
繁
浩
一
が
あ
る
。

「
農
家
誌
を
↑
は

-
由
工
一
叶
一
怖
か
…
給

ノ
起
り
，
γ
以
烹
信
コ
弓
絃
ノ
F
L
r
~
内
定
々
減
!
少
シ
:
;
:
:
ニ
ノ
紡
キ
モ
仲
川
器
一
眼
ド
守
口
日
開
ノ

為
二
十
八
二
五
、
数
ヲ
減
シ
男
子
ハ
諸
工
場
丘
一
位
ニ
女
子
ハ
焼
寸
製
塩
其
伶
ノ
念
事

玄
、
ニ
道
庁
い
一
品
い
ま
苧

- 14-

(
第
三
一
円
分
間
仁
七
一
氏
)
寸
る
汁
ν
だ
に
去
っ
た
こ
と
今
転
丘
一
ア
¥

社
配
色
・
勢
一
生
一
一
六
一
化
の
進
行
と
と
も
に
官
↑
伊
家
一
勧
学
に
芳
一
化
い
か
生
γ

し
た
こ
と
が
よ
ー
ト
J

t

t
る
c

手
、
成
地
坤
叫
に
は
こ
の
ほ
か
友
情
石
・
世
弓
笠
製
造
や
眼
鏡
磨
な
ど
の
威
主
が
み
人

れ
ム
ん
。

一
八
九
五
年

(md
同
二
八

小
路
村
の
裏
一
一
口
製
造
は

頃
に
は
一
均
一
t
h

件

給

と

販

売

す

)

業

と

す

る

問

厚

が

村

内

に

四

戸

を

数

え

(8) 

さ

か

ん

に

お

こ

な

わ

れ

た

c

輪
出
の
盛
町
一
一
や
一
l
H
M
h

に

菅
笠
も
明
治
初
期
一
頃
ま
で
小
路
村
察
軍
め
ト
士
見
守
な

劃

業

で

あ

っ

た

が

麦
現
け
樗
・
4

戸
傘

-
R
九
躍
な
ど
の
普
及
で
庁
、
民
に
一

γ
ぴ

し

で
c

眼
鏡
磨
は
「
由
一
月
一
事
調
査
」

一
八
八
八
年

三
間

Jm一
一
一
)

に
よ
れ
ば

正
寸
断

子
一
三
五
人
、

男
子
二
八
人
が
こ
れ
に
従
事
し
て
い
、
た
こ
と
日
か
っ
一

7
J
才
て

L
7
a
r

夕
、
成
記
放
の
う
ち
市
住
吉
郡
で
は
同
時
総
・
一
荷
物
王
れ
が
婦
女
子
、

-
3
e
z
E
L
ず
か
ト
一
じ
よ
一

Z

E

i

E

一

庁一J

日
E

業

と

し

て

お

こ

な

わ

れ

て

L

た
c

空
た
品
業
の
精
一
ト
立
に
う
し
て
は

「-
u
z
 

わ
琵
一
ブ
ニ
耕
作
又
山
詩
集

1
2明
校
長
及
土
工
ニ
従
事
一
シ

u
f
時間
r
v
T
F
J溶
い
ん
…
九
7
r
r二
戸



連
其
位
ノ
紙
、
物
ニ
従
事

γ

ず
何
事
一
時
九
稼
ハ
」
寄
生
十
二
月
，
ョ
り
翌
年
三
四
月
ノ
間
農
一

除
問
ニ
従
事
シ
一

(
第
三
件
一
冊
九
二
十
民
〕

E
「，
L

故
あ
る
こ
と
か
ら
、

旧
東
佼
誌
と

T

、
金
、
な
差
異
ば
認
め
ら
れ
な

ν
。

↑
犬
伝
良
川
一
志
一
第
三
一
炉
、
(
一
九
ぐ
=
一
位
ご
に
は
、

産
業
革
会
の
迄
一
{
げ
が
乏
し

か
っ
た
一
大
む
一
年
(
民
主
三
回
」

出
一
応
の
曲
軒
家
忠
実
I
r
r
H
い
録
き
れ
て
い
こ
や
む

こ
れ
に
よ
壬
と
東
成
主
に
己
家
禽
・
芦
民
主
・
燐
↓
ソ
ノ
存
・
岨
Fι

ヰ
ル
・
金
魚
・
日
市
f

ev
』

一
れ
、
医
民
主
に
こ
偽
寸
/
守
・
支
を
・
広
島
念
ノ
P

F

E

，・

5
H点
、
「
一
・
参
・
露
間
・

(
U‘
)

 

-
E
一
昨
夜
な
ど
七
二
{
ふ

Jr-t-

ξ

・
一
手
家

-
r
h
一
行
走
↓
・
ゆ
t
f

こ
c
z
f
字
二
比
一
一
回
寸

へき二一昨民営一
7

一は、

東
氏
・
一
山
氏
除
在
F
H
困↓
v
J

ノ
箱
・
家
禽
と
夢
、
成
、
都
め
持
ト
訟
で
あ

E
C

こ
れ
ム
一
は
問
、
一
山
中
断
以
降
荻
た
な
隻
京
一
口
正
案
と
し
て
比
現
を
み
た
ヰ
の
で
、

後
寸
ノ
年

-
F
弁
は
マ
一
ヰ

-
F
時
時
十
」
宮
、
仕
反
盛
今
一
丘
陵
し
、

芳
一
台
骨
は
+
刊
に

h
c

五
十
作
広
ド
島
氏
に
と
も
な
K
J

応
辺

t
f
r
対
に
を
あ
ら
わ
す
玖
象
で
あ
る
G

に
大
正
期
に
お
け
る
農
ト
糸
川
附
芳
、
必
比
較

西
成
地
紋
の
農
家
一
副
官
一
は
、

一
芯
の
村
に
近
代
工
業
関
連
副
業
や
農
業
関
連

創
業
・
賃
労
働
酌
駒
山
糸
口
か
み
ム
れ
る
も
の
の
、
明
日
間
中
期
に
引
続
き
製
縄

-
t
v，

己
創
業
の
内
容
に
大
ふ
き
な
文
化
が
認

症
な
ど
の
製
造
が
広
汎
に
お
こ
な
た
れ
、

め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
吋
し
、

原
氏
地
地
は
島
民
片
手
州
開
業
の
簿
類
も
Q

ゃ
く
、
ブ
ラ

シ
毛
植
・
マ
ッ
チ
和
弘
・
が
糸
p
h
m
'
銭
・
先
ラ
ス
・
石
け
ん
・
〆
リ
ヤ
ス
・
亨

オ
ル
一
築
造
な
ど
近
代
工
芝
、
と
附
問
返
し
た

-b44え
の
ほ
か
、

農
業
間
違
の
委
鶏
・
花

+
叶
栽
捨
な
ど
新
た
な
一
以
ま
れ
生
成
も
み
ら
れ
、

仲
町
怯
略
取
工
・
日
持
品
交
・

1
7
伝
取

な
ど
賃
労
働
的
な
部
学
も
き
か
ん
で
あ
円
た
e

(
表

l
)
。

表
ー
に
し
め
し
た
面
撤
地
域
の
農
産
加
工
的
制
煮
は
、
大
道
・
豊
閉
じ
・
中
p
h
・

新
庄
・
西
中
島
・
北
中
島
・
持
派

-
W小
品
・
森
口
い
ト
U

の
諸
杓
で
お
こ
な
わ
れ
、
「
年

仏
三
角
は
昨
叩
か
に
知
h

ソ
数
く
而
も
ι
7
t
日
め
比
和
h

，ご
F
L

見
る
す
如
何
ぎ
れ
、

旧
烹
よ
句

も
幾
倍
の
h
l
y

き
主
ホ
す
と
も

(
叩
〕

決
し
て
一
震
へ
し
こ
と
な
き
-
状
況
で
あ
ヲ
た
c
古

た
近
代
工
業
と
関
連
し
た
副
業
に
は
千
船
村
の
貿
易
雑
貨
品
・
毛
山
中
此
槌
・
メ
り

ヤ
ヌ
針
・
員
ボ
タ
ン
築
造
な
ど
が
み
m
り、

H
H
労
働
酌
説
家
に
西
出
島
村
め
ミ
シ

ン
数
時
が
あ
る
。
農
業
関
連
民
業
で
は
西
中
島
町
れ
奏
曲
摩
、

+
ヘ
道

F
，
の
六
校
・

柑
縞
#
枇
怯
勺
が
み
ら
れ
る
が
、
十
県
政
勉
域
ほ
ど
第
く
の
宇
た
な
副
割J

曹
菅
、
わ
せ
一
成
を
ふ

て
い
な

L
。
こ
の
乏
白
に
西
成
ー
足
後
一
か
綿
・
菜
種
一
作
以
後
、
設
菜
作
J
M

尤
実
と

し
て
著
し
い
佑
?
を
み
せ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
c

一
一
色
一
以
主
体
ヘ
」
に
よ
と
と
、

吉
広
V

ふ
と
吉
弘
芝
れ
十
一
区
一
績
は
一
九
ご
一
年

( 

とえ

p

三
広
)

に
七
匹
八
町
歩
で
去
っ
た
c

一
九
一
f

年
(
南
出
匝

に
は
七

ム
ハ
・
六
町
歩
で

こ
め
間
一
一
・
四
町
歩
と
わ
J
1
J

か
の
減
少
を
み
て

L

る
r
v

か
し
前
年
の
一
九

C
九
年
の
作
付
一
区
一
穆
は
八
〈
」
F

人
・
九
E
R
4
v
ア
あ
へ
た
こ
と
か

ら
、
佐
々
多
少
の
増
減
を
く
ち
返
し
て
い
た
も
の
と
い
1
え
る
。

一 ;-1

た
だ
産
夜
は
、

一
九

O
七
年
(
明
治
囚

C
)
の
三
一
七
、
八
七

O
円、

一
九

O
八
年
め
士
一
回
ん
四

一
九
一
円
、
年
の
三
九
六
、
一
九
九

一
七
円

一
九

O
九
年
の
三
本

υ八
四

O
円、

円
と
着
実
に
増
え
、
鷺
州
・
中
津
・
西
中
自
信
・
豊
里
・
大
道
・
中
両
院
新
庄
・
北

山
山
鳥
・
歌
島
・
蒋
島
・
川
北
と
、

か
つ
て
の
綿
・
菜
種
作
地
の
諸
村
が
諸
問
支
牛

(
日
)

産
の
増
加
著
し
い
v

地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
ト
二
免

一
万
一
東
成
地
域
に
つ
い
て
み
る
と
、

近
代
工
業
関
連
副
業
で
は
‘

掛

γ
糸
カ
問

辺
町
・
平
野
伎
町
・
北
百
一
段
村
・
南
百
院
中
日

J

・
票
速
い
刊
に
、

銘
打
・
吐
い
行
透
村
に
、
ブ
ラ

γ
モ
績
が
依
察
村
・
ι
才
一
一
自
民
引
が
リ
・
高
百
江
仰
向

-
m辺

マ
ッ
ヰ
名
張
J
r
杭
H

町
・
鶴
総
町
w
札
所
在
し
て
レ
た
。

「
曲
事
一
事
訴
存
亡
中
の
{
農
産
地
川
町
」
を
み
る

ル

こ
れ
わ
の
町
村
は
明
治
中
喝
ま
で
、

綿
・
菜
待
合
」
車
内

米
-
秀
一
作
の
ほ
か
、

L
、
心
者
叫
吋
は
綿
作
政
心
地
の
中
間
内
に
続
く
組
作
地
で
あ
っ
た
。

河
内
の
純
作
農
村
で
は
、

明
治
中
期
幻
降
線
作
・
綿
訓
示
の
急
速
な
衰
退

V
と



も
正
、
+
/
号
、

マ
ッ
チ
箱
・
ブ
ラ
シ
毛
穏
・
民
ボ
タ
ン
築
造
・
撚
糸
な
ど
の
近
代
工

業
関
連
副
業
が
農
村
の
余
熱
労
働
力
を
吸
収
し
勺
つ
警
及
・
定
43h
を
L
て
い
る
じ

東
成
地
域
の
こ
れ
ら
副
学
、
も
、

河
内
線
作
農
村
と
同
僚
の
経
緯
を
た
ど
h
普
及

し
た
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
織
物
・
石
け
ん
・
紙
類
・
鉄
工
・
電
気
・
メ
リ
ヤ
ス
・
製
帽
な
ど

は
、
北
部
低
湿
地
の
鈴
江
・
梗
並
の
副
業
と
し
て
際
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

本
表
作
成
の
資
料
と
し
た
大
限
府
内
務
部
「
農
家
副
業
成
績
品
展
覧
会
報
告
」

(
一
九
一
五
年
)

そ
m
l
J

実
態
や
内
容
説
明
は
な
さ
れ
て
い
た
レ
。
し
か

し
「
東
成
都
誌
」
に
よ
る
と
、
一
九
一
七
年
当
時
、
鈴
江
町
に
は
「
工
場
法
」

の
適
用
を
う
け
る
工
場
に
、
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
七
力
所
、
鋳
鉄
工
場J

九
力
一
所
、

石
け
ん
工
場
ニ
ヵ
所
が
あ
り
、
困
問
並
町
で
は
一
九
一
二
年

t
一
-
九
一
八
年
間
に

メ
リ
ヤ
ス
工
場
三
、
ガ
宗
主
主
一
、
鉄
工
所
一
、
鋳
造
工
場
三
な
ど
の
設

立
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
諸
工
場
と
か
か
わ
り
を
も
ワ
た
配
業
と
健
一

に
は
、

さ
れ
る
。

農
業
関
連
副
業
で
は
、

中
本
町
・
生
野
村
・
平
野
郷
町
・
長
居
村
で
養
鶏
が
、

長
居
村
・
北
百
済
村
で
花
十
汁
栽
培
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
賃
労
働
的
一
副
業
で

は
、
新
大
和
川
右
器
の
依
田
統
村
で
土
工
手
伝
が
、
開
設
江
村
・
喜
連
村
・
長
居
村

な
ど
で
は
紡
績
職
工
が
、
大
阪
市
街
地
に
陸
接
し
た
中
ー
一
本
町
・
鶴
橋
町
や
東
成

抱
域
北
部
の
国
問
並
町
・
庵
志
村
・
清
水
村
で
は
大
正
一
方
一
之
官
へ
の
手
伝
賎
阜
、
工
場

で
の
労
働
・
日
核
が
主
た
る
託
業
で
あ
っ
た
。
農
産
加
工
・
主
J

工
的
剖
刷
業
で
は
、

明
治
中
期
以
降
も
昨
日
笠
・
碁
石
築
造
(
小
路
村
)
が
引
続
き
み
ら
れ
た
し
、
同
幹

結
(
神
路
村
)

(
長
居
村
)

橿

製
造
(
天
王

-
m教
(
小
路
杓
)

-
竹
蕨

寺
村
)

な
ど
は
限
ら
れ
た
村
落
で
お
こ
な
わ
れ
た
剖
刷
業
で
あ
っ
た
。

一
、
東
成
・
西
成
地
域
に
お
け
る
工
業
発
達
と
都
市
的
発
展

ト
芳
一
皮
・
吉
氏
柏
崎
坊
に
お
け
る
工
業
発
達

大
阪
府
め
工
業
は
、
明
治
二

0
年
代
以
降
紡
惜
開
業
の
飛
躍
的
発
展
と
こ
れ
に

つ
ぐ
マ
ッ
チ
製
造
業
の
躍
進
で
著
し
い
成
長
を
と
げ
た
。

「
大
阪
府
第
十
八
回
農
工
高
統
計
年
報
」

(
一
八
九
六
年
)

に
よ
っ
て
も

一
八
九
五
年
(
明
治
二
八
)
の
大
阪
府
の
工
場
総
数
六
一
一
の
う
ち
、

工
業
が
二
三
工
場
、
綿
糸
紡
緩
業
が
一
九
主
携
を
絵
え
、

マ
y

チ

こ
れ
ら
の
工
場
の
多
く

は
旧
大
阪
市
や
旧
西
成
・
東
成
都
に
集
中
立
地
し
た
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
切
る
。

一
八
九
二
年
(
明
治
二
五
)

か
ら
一
八
九
六
年

と
く
に
旧
西
成
都
に
お
い
て
は
、

に
か
け
て
進
出
・
創
設
を
み
た
紡
績
・
マ
ッ
チ
工
場

K
限
っ
て

(
明
治
二
九
)

み
て
も
、
紡
績
工
場
で
は
朝
日
紡
緩
(
今
宮
村
)
、
徳
島
紡
績
(
上
福
島
村
)
、

大
阪
製
綿
(
川
崎
村
)
、
明
治
約
世
相

F

中
津
村
)
、
白
衣
約
時
間
(
下
福
島
村
)
、
関
西
紡

佳
昭
(
西
中
島
村
)
、
毛
新
総
紡
績
(
中
津
村
)
、
日
本
組
系
紡
績
(
野
島
村
)
が
も
マ
ァ

(
日
)

千
工
場
で
は
電
光
社
(
今
安
心
む
と
、
そ
れ
一
数
は
先
ノ
レ
c
-
照

h

民
F
M
は
マ
ッ
ヰ
士
四
時
で
は
大

- 16-

阪
斜
、
地
位
泊
天
王
村
幸
、
紡
結
で
は
平
野
紡
績
(
旧
住
吉
郡
一
4

野
庇
町
)
が
一
戸
、
八
三
年

(
明
治
二
ハ
)
に
設
立
さ
れ
た
が
、

江
村
)

の
創
設
を
み
た
だ
け
で
、

一
八
九
二
年
か
ら
一
八
九
六
年
聞
に
は
野
田
和
結

(
r

俊

一
四
成
郡
に
く
ら
べ
際
立
っ
て
少
な
い
。

紡
惜
帽
・
マ
ッ
チ
工
場
に
限
ら
ず
、

一
般
に
西
成
郡
に
は
大
規
模
工
場
の
進
出

が
著
し
い
。
こ
の
傾
向
は
、

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
も
継
続
し
、

普更

成
芯
と
の
差
異
は
図

2
に
よ
っ
て
も
明
瞭
で
あ
る
。

東
成
地
域
で
は

一
九
一
三
年
城
東
村

K
鐘
ヶ
淵
紡
績
が
設
立
き
れ
、

一
九

一
七
年
ー
か
ら
一
九
一
八
年
に
か
け
て
城
北
村
で
一
大
満
織
物
・
鐘
ヶ
淵
紡
編
淀
川

工
場
の
創
業
を
み
、

」
れ
ら
二
村
の
一
工
場
当
た
れ
ソ
議
士
教
は
冬
r

レ
も
あ

J

め

他
の
多
く
の
町
村
で
そ
の
数
は
少
な
い
。
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こ
の
他
、
十
八
阪
市
街
地
に
お
け
る
各
符
の
中
小
特
待
了
烹
の
そ
展
、
も
、
そ
の
問

報

告

書

に

よ

る

と

(
間
一
一

J

一一一斗い)

辺
い
た
撲
に
冬
十
ぃ
、
の
r
i
響

を

お

よ

ぼ

L
L
Z
十
ヘ
円
向
山
主
μ
t
F
L
R
m
r
L
一
叶
が
ま
と
め
た

の
一
大
乞
古
川
を
お
一
時
d
b
-
一
し
↑

大L

"ひ

ノ~r-_
‘・

七
二
六
人
で
、
勝
、
土
任
歌
人
」
ヘ
九

雑
貨
弘
、
他
工
業

時
制
士
教
は
一

τ人

人
的
一
一
一
犬
・
ヘ
チ
会

一
、
三
五
一
人

今
一
上
回

h

ゎ
、
こ
の
H
ハハベユ

J
H
h
~川
二
時
&
一
行
や
き
わ
め
た
い
h
日
間
下
一
支
の

(
二
六
・
町
一
与
」

め
寸
。

寸、

ぞ
め
い
だ

EuhN
一
い
一
同
よ
か
勺
た
こ
と
を
し

ヰ
ノ
・
マ
ユ
シ
・

4〆

き
ら
に
一
八
九
百
乞
か

F

一
九

f
日
生

m叫
に

H
i

ヤ
ヌ
・
ワ
イ
シ
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雑
貨
工
場
は
ガ
ラ
ス
・
艶
張
工
紀
伊
h
m
h

各
二
、
日
H
Eホ
n
?

ン
・
表
格
・
セ
λ

ロ
ノ
ト
・

玩
具
祭
作
所
が
各
一
で
合
計
八
工
壊
や
数
え
る
。
同
じ
民
一
娯
、
鶴
橋
陀
で
も
一

三
の
工
場
・
会
社
の
う
も
、
プ
ラ

γ
築
造
工
場
一
一
一
、

ガ
ラ
ス
繁
迄
所
二
、

セ
Iレ

ロ
イ
ド
櫛
製
造
工
場
二
、

メ
リ
ヤ
ス
工
場
一
で
あ
っ
た
。
生
野
村
一
に
も
一
九
一

。
年
か
ら
一
九
一
七
年
間
に
、
防
水
布
・
磁
磁
・
製
鋲
・
セ
ル
ロ
イ
ド
・
製
縫
・

出
フ
ラ
シ
・
均
塙
・
き
慢
な
ど
、
各
工
場
の
存
在
日
か
認
め
ら
九
一
切
乙

二
十
東
成
・
西
成
地
域
に
お
け
る
都
市
的
発
展

表

2
は
産
業
革
命
前
と
そ
の
後
の
中
心
都
市
大
阪
と
旧
東
成
・
西
成
雨
郡
に

お
け
る
人
口
変
動
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
れ
に
よ
る
と
旧
大
阪
市
は
、

産
業
革
命
進
行
前
の
一
八
八
一
年
(
明
治
一
四
)
か
ち
産
業
革
命
の
進
行
事
し

い
一
八
九
一
年
(
明
治
二
回
)

の
一
(
)
」
半
間
に
、
六
六
・
O
%
の
人
口
増
加
を

み
て
い
る
。
能
緩
め
旧
西
成
・
東
成
郡
は
、
こ
の
閉
め
増
加
家
は
四
一
二
・
一
%

と
三
一
ニ
・
一
%
で
、
旧
西
成
誌
は
旧
東
成
都
を
上
自
る
培
加
す
年
を
し
吟
す
。
ま

た
一
八
九
一
年
か
ら
大
阪
市
い
か
繁
一
次
の
市
域
拡
張
(
一
八
九
七
年
)
を
お
こ

な
う
直
前
の
、

一
八
九
五
年
(
明
治
二
八
」

れ
わ
ず
か
四
主
問
問
に
限
る
と
、

西
成
二
取
氏
二
郡
の
人
口
の
品
開
ぴ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二

C
・
広
%
と
一
三
・
二
%

旧
西
成
誌
の
増
於
寸
士
山
か
大
き
い
。

で
、
旧
大
阪
市
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回

η
、

こ
の
こ
と
は
明
治
二

0
年
代
前
半
ま
で
、
旧
大
阪
市
で
の
工
業
立
地
お
よ
び
都

(
日
)

市
的
発
展
が
す
す
み
、
人
口
集
証
明
が
激
し
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
田
大
阪

市
に
接
続
す
る
旧
西
成
・
東
成
郡
で
、
前
述
し
た
紡
績
・
マ
ッ
チ
工
業
を
中
心
と

し
た
工
業
発
達
や
大
阪
の
都
市
発
達
に
と
も
な
う
人
口
集
積
が
進
ん
だ
結
果
と

い
え
る
。

大
規
械
工
場
の
進
出
禁
し
く
、

旧
東
成
郡

な
か
で
も
旧
丙
成
郡
は
、

を
上
回
る
人
口
増
加
を
み
て
い
る
。

大
阪
市
域
を
こ
え
た
急
速
な
市
街
地
の
拡
大
と
そ
の
周
辺
で
冬
一
く
の
土
場
の !日

F 

産業革命前期
旧郡区

産業主合計 1) 産業革命進展期

1881年(明治 14) 1891年(明治 24) 増減率 1895年(明治 2'i)i増減率

プミ
東 じ主 1 1 7.999 人 79.370 • 1 1 7.686 )¥ -0ヲd% 

西 fY 87.240 1 35.820 55.7 146284 7.7 
!坂 南 区 85.850 1 45.1 37 69.1 132.767 -8.5 

市 ゴヒ 区 52.1 84 84222 614 91，929 92 

百十 291.0 R 6 483.1 78 66.0 48 R.6 6 6 11 

西成君C 1 10.878 158.646 4 3.1 190，956 204 

東 東成君E 49.4 98 72.162 84250 1 6.8 

成 住吉君「 27.348 30.107 1 0.1 31.559 4.8 

君!: f1t 7 6.Rl 6 1022 (; 9 1 1 5.R 0 9 132 

!日夫阪市と苦'[5空・西成i高杭における人口変動 (1881・JR91'J895年V表 3
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資料)

成
立
を
み
る
に
い
た
二
て

ー
大
阪
市
は
一
八
九
七
年
(
明

治
三

C
)
四
月
、
祭
一
枚

市
域
拡
張
を
生
十
、

-m
し
て
い

る
。
旧
西
成
都
ぼ
伝
法
川

以
南
か
ち
木
津
川
沿
岸
に

お
よ
ぶ
か
つ
て
め
時
折
包
品
川
〕

意
刊
を
は
じ
め

大
阪
市
佐
官

ム
「
{
日

- 1酔ー

旧
東
成
都
は
大
阪
育
街
地

と
接
続
す
る
西
嘉
一
定
・
十
芳

平
野
・
清
堀
・
十
十
一
廷
の
冬

町
村

京
白
町
・

F
四
・
中

本
村
の
二
郎
、
ぞ
れ
に
↓
人

阪
鉄
道
域
事
…
絞
れ
符
絡
を

第
一
一
に
大
阪
市
在
地
炉
れ
一
hAν



日
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く
の
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囲
が
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入
さ
れ
た
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東成・西成誌における
人口矯加率 (1912-1924年〉

資料:大阪市役所 F大医声援拡張堤 10
E堅手記念J1935年

図 3

大
阪
市
街
地
周
辺
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が
あ

っ
た
。
大
正
初
期
に
は
大
阪
市
街
地
中
心
部
の
北
区
で
、
人
口
絶
対
数
の
減
少

を
み
、
人
口
の
空
洞
化
現
象
が
は
じ
ま
り
‘
市
街
地
周
辺
の
諸
地
裁
で
は
急
速

(
川
む

な
人
ロ
増
加
を
ふ
て
い
き
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
四
年
間
の
東
成
・
西
成

明
治
末
期
か
ら
大
正
期
の
、

馬
郡
の
人
口
増
加
率
を
み
て
も

(
E
3
)
、
大
限
市
管
抱
一
矢
Z
U

の
京
皮
F
U

民
一
存

町
・
生
野
村
、
市
街
地
南
部
の
東
成
都
天
王
寺
村
、
西
成
郡
今
宮
町
で
回
心
。

%
以
上
の
増
加
を
し
め
し
、

増
加
率
は
六

O
八
・
七
%
の
高
率
で
、

な
か
で
も
鶴
橋
町
の
増
加
は
大
き
い
。
こ
の
間
の

以
下
生
野
村
の
四
九
四
・
七
%
、
今
宮

町
の
四
八
九
・
二
%
、

天
王
寺
村
の
問
。
七
・
九
%
の
願
と
な
ラ
て
い
る
。

東
成
地
域
の
鶴
橋
町
・
生
野
村
で
は
、
住
宅
地
化
の
進
展
、
各
種
雑
貨
工
場

の
進
出
に
よ
る
工
場
地
化
の
進
行
で
、
大
阪
と
の
速
担
市
街
地
を
形
成
し
、
天

止
問
中
口
制
止
を
ヰ

4
k
-
ス
カ
士
年
戸
一
昨

JVE↑一
C
」
時
事
カ
そ
今
ぢ

郡
の
進
出
、
高
級
住
宅
街
の
形
成
が
み
ら
れ
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期

K
は
天

王
寺
以
北
の
市
街
地
化
が
完
了
し
て
い
る
。
上
町
台
地
と
そ
の
周
辺
の
土
地
利

(
印
)

用
の
変
化
、
都
市
化
の
実
態
は
す
で
に
詳
し
く
報
告
き
れ
て
い
る
た
め
、
詳
述

は
し
な
い
が
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
大
阪
市
街
地
東
部
や
上
町

王
土
廿
が
い
て
は

ム
口
一
地
め
都
市
化
は
顕
著
で
あ
っ
た
。

東
成
軒
均
一
夜
は
、
こ
め
ほ
か
明
治
中
期
以
降
に
大
妓
額
工
場
の
進
出
を
み
た
埼

北
村
、
大
阪
市
街
地
と
接
す
る
線
東
村
、
箆
訴
時
F
，R
川
烹
紋
に
仁
島
由
一
寸
る
g

勺田町一
rs

で
も
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
四
年
間
の
人
口
矯
加
受
が
二

C
C句
作
以
上
で
、

と
く
に
大
阪
電
気
軌
道
沿
い
の
小
路
村
は
、
一
二
三
二
・
七
%
と
高
く
、
鶴
橋
町

よ
り
さ
ら
に
外
廷
に
市
街
地
の
拡
大
が
進
ん
だ
こ
と
を
し
め
す
。

四
、
大
正
期
の
東
成
地
域
に
お
け
る
農
家
副
業
の
実
態

-19-

明
治
末
期
か
ら
一
大
正

期
の
東
成
地
域
は
、
北
部
の
低
湿
地
で
工
業
化
に
よ
る
地
被
変
化
が
激
し
く
、

前
述
し
た
ご
と
く
大
阪
の
都
市
膨
張
の
影
響
を
う
け
、

大
阪
市
街
地
東
部

上
町
台
地
で
工
場
・
住
宅
地
化
に
と
も
な
う
市
新
地
形
成

が
急
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
大
正
期
に
お
け
る
東
成
地
域
の
農
家
副
象
的
事
、
容

を
、
先
に
四
つ
に
分
類
し
た
も
の
の
う
ち
、

都
市
化
と
関
連
の
疾
L

疋
代
工
骨
骨

間
違
翫
葉
、
農
業
関
連
民
業
、
賃
労
働
的
配
安
を
と
り
あ
げ
、
東
成
京
小
一
佐
野
伝
一

(
一
九
二
二
』
い
ご
を
主
た
る
岳
民
税
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
c

一
一
東
校
友
誌

-
-
z
』、

6
1
F
aず

r

同
郡
誌
に
は
都
内
す
べ
て
の
町
村
の
劃
業
を
記
敵
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、

ま
た
そ
の
記
述
も
各
町
村
に
よ
り
精
粗
の
差
が
あ
る
。
そ
れ
故
す
べ
て

の
町
村
に
つ
い
て
勧
業
の
鳩
山
討
を
す
る
こ
と
は
間
難
で
、

な
お
、
.
と
く
に
注
記
の
な
レ
統
計
般
信
・

こ
こ
で
は
賠
償
ふ
る

町
村
を
中
心
に
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。

引
用
文
・
諸
事
象
は
、

「
東
成
郡
一
一
誌
」
に
よ
っ
た
。

大
正
期
の
烹
成
地
域
に
お
け
る
農
家
副
業
の
実
容
を
図
示
し
た
の
が
悶

4
で



円
い
商
戦
一
ム
・
?
空

2
2日

HLLEt-は
、
侶
淀
川

-r

g
刊
回
目
川
川
流
域
の
低
湿
器
町
村
に
、
口
近
代
工
業
際
主
主
党
は
さ
ザ
た
化
め
お
し

い
鶴
穂
町
・
生
野
村
の
ほ
か
、
そ
の
東
南
蕊
め
か
勺
て
の
綿
作
・
加
料
品
実
女
一
町
村

に
、
日
農
業
関
連
一
創
業
の
う
ち
、
委
鶏
は
大
阪
市
街
地
の
古
る
か
ら
南
都
の
周

辺
町
村
に
、
花
丹
・
競
菜
作
は
上
町
台
地
か
仲
町
南
部
の
諸
村
に
み
ら
れ
、
各
地

域
に
よ
っ
て
農
家
副
業
の
分
布
に
特
徴
が
見
出
せ
る
。

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

み
る
と
、
城
東
地
区
の
大
阪
砲
兵
工
癒
を
は
じ
め
、

ま
ず
、
賃
労
働
的
副
業
が
分
布
す
る
旧
淀
川
・
特
屋
川
流
域
町
村
に
つ
い
て

旧
淀
川
沿
器
に
は
、

Jへ

九
六
年
(
明
治
二
九
)
大
日
本
製
特
大
阪
工
場
、

九
一
七
年
天
満
織
物
城
北
工
場
、

大
日
本
木
管
都
由
民
間
工
場
、

一
九
一
八
年
績
ケ
淵
紡
績
淀
川
工
場
な
ど
大

工
場
の
立
地
を
み
、
明
治
中
期
以
降
大
正
期
に
か
け
て
工
業
叫
制
緩
め
形
成
が
顕

著
に
進
ん
だ
。
こ
の
直
接
的
影
響
を
う
け
、
米
・
麦
・
菜
穂
作
を
主
体
と
し
た

農家臨業の実態(大正期の東成地域)
大阪府内務苦rf 農家~}英一成績品展覧会報告j

( 191 5年)
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昨
(
臨
ん
業
か
ど
叶
械
に
、
感

T-
・
労
働
な
ど
れ
管
労
働
計
宙
実
の
生
成
を
み
て
い
る
c

十
大
津
続
物
城
北
工
場
で
は

一
九
一
八
伍
職
工
八
二
九
人
、
問
中
-
子
ニ
ハ
)
五
人

の
う
ち
、

被
北
村
在
籍
者
は
一
四

C
入
、
男
子
二
八
人
、

に
の
ぼ
り
、

こ
の
一
散

は
全
職
工
数
の
一
六
・
九
%
に
当
た
る
。
大
日
本
製
精
大
阪
工
場
で
も
、

眠
眠
土

城
北
村
在
籍
者
は
男
子
三
二
人
で
、

全
職
工
数
の
一
四
・
三
%
K
当
た
る
。
村
内
在
籍
の
職
工
す
べ
て
が
、
零
縮
小

は
二
三
八
人
、

男
子
一
二

O
人
の
う
ち
、

農
-
農
家
婦
女
子
と
は
い
え
な
い
ま
で
も
、

容
の
一
面
を
し
め
す
現
象
と
い
え
る
。

工
場
進
出
に
と
も
な
っ
た
農
村
変

回
同
並
町
・
城
東
村
で
も
、

一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
)

の
大
阪
砲
兵
士
廠
の

職
工
大
募
集
、
大
阪
市
域
に
お
け
る
工
業
化
を
反
映
し
、

砲
兵
工
臨
服
、

大
医
市

街
地
で
の
職
工
・
労
働
稼
ぎ
が
格
好
の
副
業
で
あ
っ
た
。
城
東
村
で
は
明
治
末

か
ら
大
正
期
に
、
鐘
ヶ
淵
紡
績

← 20ー

こ

九

二

二

年

職
工
一
八
八
九
人
)

の
ほ
か

職
工
五
円
L

人
)
、

一
九
一
七
年
に
は
城
東
製
作
所
(
職
工
七
二
人
)
め
創
業
を
み
、
薩
修
め
佐
江

町

で

も

、

笹

村

製

綱

所

こ

九

O
八
年
)
、
松
岡
紡
織
所
(
一
九

O
九
」
品
ご
、

一
九
一
六
年
に
は
安
久
戸
分
工
場
(
鉄
線
・
洋
傘
骨
製
造
、

島
津
式
可
鍛
鋳
鉄
工
所
(
一
九
一

O
年
)
、

日
本
エ
ナ
メ
ル

(
一
九
一
二
年
)
、

川
北
電
気
企
業
社
(
一
九
一
五
年
)
な
ど
、
各
種
大
小
工
場
の
進
出
・
矯
加
で

職
工
稼
ぎ
が
助
長
さ
れ
た
と
い
え
る
。

ま
た
一
九
一

O
年
(
明
治
四
三
)

に
京
日
電
鉄
が
通
じ
、

捕
時
並
・
士
〔
い

t
-
-
潜

水
の
沿
線
町
村
は
大
阪
と
結
ば
れ
、
き
ら
に
摂
津
土
地
開
が
、
城
東
ド
ピ
二
h

二
九
一
三
年
)
、
城
北
村
に
一
匹
三
、
九
五
回
一
昨
(
一
九
一
七
一
年
)
、

九
大
一
評

榎
並
町
に
三

O
、
一
五
八
坪
(
一
九
一
八
年
)
、

古
市
村
に
二
二
、
七
仁
五
坪
(
一

九
一
九
年
)

の
土
地
を
取
得
し
、
住
宅
・
工
場
地
な
ど
、

こ
の
地
域
の
土
地
符

営
の
先
駆
け
を
な
し
、

農
地
滑
廃
も
進
み
、
市
街
地
拡
大
に
と
も
な
『
地
銭
玄



容
の
要
因
が
生
起
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
{
見
逃
せ
な
い
c

俸
の
依
佳
作
村
で
は
、
農
閑
期
-V-
計
一
回
一
し
、
十
六
下
文
人
屋
・
住
吉
・
堺
方
面
(
の
手

伝
世
相
が
ふ
ワ
た
。

こ
の
ほ
か
大
和
川
右

大
町
市
街
地
東
部
は
、

各
種
雑
貨
工
業
の
一
進
出
で
、

」
れ
と
関
連
し
た
写
〈

め

F
3
4幸、
J
J

人
声

hjt
る。

露
骨

E
-
F
マ
y

干
に
〕
主
・
プ
コ
ノ
シ
モ
経
・
良
，
ホ
タ
ン
・

ガ
弓

H
A

一十一
F
h
h
F

な
ど
ベ
二
戸
、
I
A
L
S
F

壬
C

十二

ιμ
仁
志
F
4
一
夜
長
h

と
ア
、
日
電
気
品
転
送
J
J

交
差
寸
る
露
経
は

山
一
一
三
本
か
ら
十
八
、
一
L
C
J
に
か
け

tι
と
し
た
ご
レ
て
〈
、
と
一
字
句
.

エ
相
府
一
め
増
加
が
著
し
し
c

一
九
亡
九
年
れ
職
支
戸
主
を
み
る
と
、

ι
k
主
一
、
一
二
九

六
戸
の
ち
も
、
商
業

Fユ

工
芝
回
二
一
戸

丘
一
支
一
一
一
一
一
口

そ
の
u

恰
ー
七

一
戸
、
無
職
一
二
二
九
一
円
で
あ
っ
た
。

大
二
Z
三
、
)
一
口
に
培
え
、
そ
の

J

内
訳
は
高
実
七
七
己
一
戸
、
て
主
」
ヘ
r
)

七
己
、

一
二
(
い
)
一
戸
、
ぞ
の
恒
久
一
、
(
、
v
L
五
戸
、

こ
れ
が
一
九
一
入
手
に
は

川
町
戸
広
町
J
U

骨

E
J
4辛
(

和
世
、
取
九
五
八
一
戸
で
、

こ
の
間
夜
工
業
の
際

立
っ
た
成
長
と
住
宅
地
化
の
進
行
を
よ
く
し
め
し
て
い
る
。

鶴
橋
町
の
一
九
一
七
年
の
主
安
工
庁
特
は

メ
リ
ヤ
ス
・
尉
子
及
制
毛
・
金

属
相
官
品
・
石
け
ん
・
セ
ル
ロ
イ
ド
£

ι
・
広
務
出
内

Jm率
一
口
叩
及
モ
古
品
、
・
が
タ
ン
・

と
く
に
ブ
ラ
シ
製
造
業
は
、
東
立

l
p
・
谷
町
・
上

た
し
、
只
.
ホ
タ
マ
ン
甲
LM

一
八
九
四

防
水
布
ム
口
羽
な
ど
で
あ
る
。

町
・
鶴
橋
・
天
王
寺
が
主
た
る
白
骨
た
か
)
で
才
ム

年
か
ら
一
八
九
五
」
て
知
れ
訴
時
い
の
信
長
で
込
一
昼
、
十
六
三
十
マ
付
近
に
冬
、
出
干
し
た
c

こ
れ
ら
の
工
芝
ぺ
さ
之
さ
と
「
即
時
一
品
二
三
宅
く
よ
匡
ま
4
4
~

三
日
し
だ
と
い
え
ミ
ニ

ブ
ラ
シ
毛
経
・
マ
ッ
チ
笥
主
・
核
、
引
な
レ
)
れ
訂
匹
芽
、
は
、

つ
，
、
〉

st
乍
・
主
ゅ

J
J
-
F
v
r
d

も
す

業
地
域
に
苓
及
・
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ッ
ヰ
』
杓
士
山
市
一
は
、

大
正
山
叫
に
は
マ

ッ
チ
工
業
mu

凋
落
で
一
校
併
し
、

お
ま
と
t

与
よ
ぞ
れ
一
下
一
去
を
吹
い
、
勺
勺
あ
っ
た
。

ブ
ラ
シ
毛
徹
も
大
正
期
に
は
、
々
叶
が
川
崎
m
f七
時
惜
の
開
発
が
t
p一7
4

、
毛
棒
切
叫
聞
け
が

専
業
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
南
一
日
済
・
快
い
経
・
田
辺
な
ど
の
町
村
で
た
こ
な

わ
れ
て
レ
た
。

的
小
察
村
で
は
、

「
主
と
し
て
婦
女
子
の
内
殺
と
し
て
各
戸
殆
ん
ど
従
事
一
#
一
ぎ

る
家
伝
'
ぎ
和
片
山
1

一

(
一
四
九
五
一
員
)

南
十
日
戸
柏
村
で
え
一
九

の
状
態
で
ふ
う
た
し
、

一
五
年
当
時
、

一
%
)

農
家
一
戸
数
二
九
二
戸
の
う
み
て

、
J
M
1
ι

民
家
一
が
こ
れ
に
'
£
撃
し
て

L
た

犬

伝

の

烹

街

地

豆

大

の

影

響

を

比
FkuιmV-J-

ミ
こ
と
の
少
な
レ
こ
去
ら
れ
農
μ
ト
，
で
、
作
所
作
・
続
烹
衰
退
F
A
h
r
一一壁一肘-ム
T
t
r
t
一智

力
に
止
に
一
叫
し
、
だ
と
・
主
管
し
た
創
業
わ
戸
叫
ん
か
を
み
る
こ
と
は
、 (

四
一
・

cc-' 

F 

か
れ
ノ

J
-
F
Fド
ド

ピ桁空一
v
b
}
械
の
特
徴
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
こ
と
わ
一
歩
ム
わ

E

で
去
そ
の

子
山
汗
は
、

続
性
一
片
報
化

ump}
で
あ
句
、

同
町
辺
農
村
の
物
れ
u
t干
散
め
地
で
怠
っ
た
平

一
軒
ん
が
中
と
そ
の
回
一
二
辺
の
諸
村
で
み
戸
り
し
れ
る
c

斗
ヂ
モ
は
一
八
八
九
年

r
m
J
r
u
 

ナ
八
一
校
長
治
が
透
町
-
品
川
}
原
問
問
一
に
出
品
f
注
し
工
学

ι
い
い
か
針
た
ん
だ
c

十
ヘ
正
彦
'
に
は
一
十
R
L

衿
糸
(
一
九
一
三
年
)
、

2 1 ← 

二

九

一

四

年

平
町
YFF
織

布

二

九

丸
立
が
み
手
ん

五
年
)
、

一r
H併，に、

大

阪

祭

絹

二

九

一

七

年

)

の
設
立
あ
い
つ
F
C

常
黒

1
7、
民
の
長
溝
、
と

健
作
・
終
業
地
を
本
怒
と
し
て
、

伊
半
パ
・
柏
崎
心
売
業
。
伶
E

吹
幸
一
み
た
c

農
家
紙
業
の
校
一
一
糸
は

か
か
る
条
件
を
背
景
に
普
及
し
た
。
こ
の
蔵
委
は
、

賃
也
君
町
周
辺
の
農
家
で
お
こ
な
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
て
、

」
れ
も
先
の
司
勧
業
と

と
R
U

に
総
作
・
続
実
地
妓
の
特

J

舟
加
を
し
め
す

'VJ
め
と
レ
え
る
。

件
工
科
fd

一引の

mm
袋
、
レ
ン
ズ
は
、

大
正
二
会
長
ヨ
り
担
問
逸
一
集
口
町
ノ
綜
入
ぞ
ヱ
ペ

ト
ム
T

ニ
普
F

仏
三
一
ブ
粍
し

Z
Z
J作
γ
♂
凡
ニ

Ft
ぃ』何等ト
F
r

一
一
守
中
位
三
一
三
一
一

Hr-一

(η
山

益
々
民
広
」
ニ

rR
ヒ
ツ
ツ
」

b
F

る
牧
民
一
主
/

ノ一↑
h
E
人、

土
人
民
万
十
郎
ニ
字
人
う
ノ
艇
と
ヲ
豆
、

た。

一
九
一
七
年
当
時
、

眼
鏡
レ
ン
ズ
察
庁
氾
に
従
事
す
る
申
告
は
二
五
亡
人
、
宇
一

匹
、
一
二
!
J
r
r
¥

円
)
で
、

産
量
一
色
一
七
↓
辺
、
九

L
C
F
U
(
二
/

一
九
一
九
年
に
は
従
事
者

、

;

円

」

十

T
b
g
げ

幹
部
一
一
五

入
、
生
育
長
が

打
-
F

也
八

盛
氏
で
あ
っ
た
。



花
十
汁
・
養
鶏
・
読
菜
な
ど
、
農
業
関
連
卸
業
は
、
生
業
的
性
柊
が
き
わ
め
て

強
く
、
大
阪
の
市
子
地
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
そ
の
近
郊
村
で
一
般
に
お
こ
な

わ
れ
た
。

上
町
台
地
の
東
南
部
に
位
置
す
る
長
居
村
で
は
、
「
近
年
大
に
発
達
し
た
る
圏

事
作
物
は
従
来
副
業
的
に
試
作
せ
ら
れ
し
者
な
る
が
大
阪
市
堺
市
及
市
按
粍
町

村
の
説
出
展
と
共
に
需
要
の
増
大
を
来
た
し
、
往
年
の
続
作
地
は
今
や
全
〈
岡
山
首
欝

で、

作
物
地
と
煙
じ
た
り
」

(
一
五
三
三
頁
)

か
つ
て
の
綿
作
地
か
ら
閏
芸
作

物
地
域
に
変
容
す
る
状
況
を
記
し
て
い
る
。
同
村
の
「
大
正
七
生

3

九
月
調
査
主

要
草
花
表
」
(
一
五
三
四
頁
)
か
ち
、
一

C
反
歩
以
上
の
作
付
を
有
す
る
も
の

を
あ
げ
る
と
、
夏
菊
・
日
々
草
・
千
臼
狂
・
日
廻
tFJ

・
秩
菊
・
金
銭
花
・
普
請

な
ど
が
あ
る
。
農
家
戸
数
四
五
九
戸
の
R
，

e
り
、
沼
田
芸
農
業
を
主
と
す
る
戸
数
は

一
戸
(
四
六
・
O
%
)

に
の
ぼ
っ
た
。

生
野
・
回
辺
・
中
本
・
長
居
な
ど
、
大
阪
市
街
地
の
東
部
か
ら
南
部
の
町
村

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
養
鶏
も
、
天
王
寺
村
で
は
、

「
明
治
二
十
五
六
年
頃
よ

り
大
{
子
間
部
眠
り
に
於
て
次
第
に
其
飼
養
数
を
増
し
、
農
家
の
副
業
と
な
旬
、
同

三
十
年
頃
専
業
者
を
出
す
に
至
れ
灼
。
現
今
十
戸
の
専
業
者
あ
り
。
一
戸
に
て

あ
り
、
少
な
き
も
百
羽
を
養
ふ
」

多
き
は
千
羽
を
越
ゆ
る
者
(
三
日
I

〉

(
四
ヘ
)

ヰ
ハ
頁
)
状
況
で
あ
っ
た
し
、
生
野
村
で
一
九
一
五
年
に
五
O
羽
以
上
を
餌
養
す

る
農
家
が
六
O
戸
を
数
え
た
が
、
一
九
一
七
年
に
は
一
O
八
戸
に
用
加
し
、
都

市
化
に
よ
っ
て
大
阪
近
郊
村
で
活
況
を
呈
し
た
配
業
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

生
野
村
の
農
家
戸
数
が
一
三
二
戸
二
九
一
七
年
)

の
う
ち
、

実
に
入
一
・
八

%
に
当
た
る
農
家
が
養
鶏
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

競
菜
作
は
、
住
吉
村
で
、

「
綿
の
栽
培
廃
絶
し
読
菜
の
之
に
交
わ
る
に
及
び

:
:
:
米
麦
の
栽
培
の
外
、
胡
瓜
・
茄
子
・
西
広
・
南
爪
容
を
は
じ
め
、
大
根
・

益
…
・
水
菜
の
類
盛
ん
に
栽
培
」

こ
六
二
九
十
自
)

さ
れ
た
が
、
大
正
中
頃
す
で

に
市
街
地
化
が
進
み
、
農
業
自
体
後
退
の
状
態
に
あ
っ
た
。
新
た
な
競
菜
栽
培

上
町
台
地
を
南
に
下
り
、
住
吉
村
の
西
側
新
団
地
帯
の
敷
津
村
に
移
り
、

そ
れ
も
本
孝
、
と
し
て
成
長
著
し
か
っ
た
。

地
は
、

五、

と

め

ま

明
治
中
期
か
ら
大
正
期
は
、

わ
が
国
の
産
業
革
命
期
に
あ
た
り
、

大
阪
で
は

急
激
な
近
代
工
業
の
発
達
と
そ
れ

K
よ
る
都
市
的
成
長
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
影

響
で
、
大
阪
市
街
地
周
辺
地
域
の
変
化
も
き
わ
め
て
多
縁
で
あ
ワ
た
。

西
成
地
域
は
、
東
成
地
域
以
上
に
大
規
模
な
近
代
工
場
の
集
積
と
、
そ
れ
に

よ
る
工
場
地
化
が
進
展
し
た
。
農
家
間
業
を
通
し
て
み
れ
ば
、
農
産
加
工
的
な

各
種
の
藁
製
品
の
製
造
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
正
期
に
お
い
、
て
も
そ
れ
が
盛
況
ケ
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そ
の
内
容
に
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
明
治

中
期
以
降
綿
・
菜
種
作
の
衰
退
後
、

き
わ
め
‘

い
ち
早
く
読
菜
作
の
伸
長
を
み
た
こ
と
が

強
く
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
。

東
成
地
域
は
農
家
副
業
の
種
類
も
多
く
、
そ
の
分
布
に
地
域
的
な
特

徴
が
み
ら
れ
た
。
つ
ま
り
低
湿
な
旧
淀
川
・
寝
屋
川
流
域
の
町
村
で
は
、
菜
種

作
を
主
体
と
し
た
農
業
か
ら
、
明
治
中
期
以
降
の
急
激
な
大
小
工
場
の
進
出
に

他
方
、

よ
る
工
場
地
化
の
進
展
で
、

じ
地
域
の
変
容
を
み
、

職
工
・
労
働
を
中
心
と
す
る
賃
労
働
的
副
業
を
通

大
阪
市
街
地
東
部
の
曲
闘
機
・
生
野
で
は
、
十
九
阪
市
佐
官
地

に
お
け
る
雑
貨
工
業
の
発
達
と
そ
の
直
接
の
影
響
を
う
け
、

多
く
の
近
代
工
業

関
連
創
業
が
所
在
し
、

き
ら

K
か
つ
て
の
綿
作
品
氾
農
村
は
、

大
阪
の
都
市
発
達

河
内
農
村
主
同
線
、
純
作
・
終
業

の
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
く
、

↓
衰
退
後
の
農
村
余
剰
労
働
力
に
指
向
し
た
ブ
ラ
シ
毛
権
・
マ
ッ
チ
箱
張
の
ほ
か
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